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今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

地
球
温
暖
化
に
も
関
連
す
る

重
要
元
素「
炭
素
」に
注
目
せ
よ

海
に
代
表
さ
れ
る
水
圏
環
境
は
多
種
多
様

な
生
物
を
育
ん
で
い
る
。
そ
の
環
境
の
変
化

は
生
物
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
と
き
に
は

生
態
系
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。「
水

圏
環
境
科
学
」
は
水
圏
環
境
に
つ
い
て
の
基

礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
講
義
。
学
生
た
ち
は
こ

れ
ま
で
、
海
洋
物
理
学
や
水
中
の
光
環
境
・

物
質
の
動
き
な
ど
を
学
ん
で
き
て
い
る
。

「
水
の
中
に
は
ど
ん
な
物
質
が
溶
け
て
い

て
、
ど
の
よ
う
に
循
環
し
て
い
る
の
か
。
本

日
は
『
炭
素
』
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
そ
の
循

環
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
」
と
高
橋
先

生
が
話
を
始
め
た
。

炭
素
は
有
機
物
の
素
材
、
骨
格
を
形
成
す

る
材
料
に
も
な
り
、
ど
ん
な
生
物
に
も
含
ま

れ
て
い
る
重
要
な
元
素
だ
。
中
で
も
生
物
の

光
合
成
や
呼
吸
に
も
深
く
関
わ
る
「
二
酸
化

炭
素
」
が
こ
の
日
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
な
る
。

「
地
球
温
暖
化
と
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

濃
度
の
上
昇
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
皆
さ

ん
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
二
酸

化
炭
素
濃
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の

が
『
海
洋
』
だ
と
い
う
こ
と
も
覚
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
」

地
球
の
環
境
問
題
に
大
き
く
関
連
す
る
二

酸
化
炭
素
。
そ
の
動
き
を
知
る
こ
と
は
、
将

来
の
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

講
義
は
「
二
酸
化
炭
素
の
循
環
」
と
「
海
洋
」

の
つ
な
が
り
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。

環
境
の
中
で
炭
素
は
ど
う
動
く
？

化
学
の
視
点
で
紐
解
く

二
酸
化
炭
素
の
循
環
シ
ス
テ
ム

炭
素
は
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
存
在

し
、
蓄
え
ら
れ
て
い
る
。
大
気
や
海
洋
、
生

物
、
地
殻
や
岩
石
な
ど
が
そ
の
例
だ
。

「
ち
な
み
に
動
物
種
の
中
で
、最
も
多
く
の

炭
素
を
含
ん
で
い
る
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
？ 

実
は
ウ
シ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ

シ
の
ゲ
ッ
プ
に
は
多
く
の
メ
タ
ン
が
含
ま
れ

て
い
て
、
温
暖
化
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る

の
で
す
」
と
、
高
橋
先
生
は
雑
談
を
交
え
な

が
ら
講
義
を
進
め
て
い
く
。

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
が
ど
の
よ
う
に
し

て
海
へ
と
吸
収
さ
れ
て
い
く
の
か
。
高
橋
先

生
は
黒
板
に
化
学
式
を
書
き
、
化
学
の
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
解
説
し
て
い
っ
た
。

「
海
水
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
大
気
と

の
ガ
ス
交
換
（
物
理
化
学
要
因
）
や
、
有
機

物
の
生
成
・
消
費
（
生
物
要
因
）
が
主
要
因

と
な
り
変
動
し
ま
す
。
そ
の
変
動
は
海
洋
生

物
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
」

海
洋
中
の
二
酸
化
炭
素
が
増
加
す
る
と
、

海
洋
酸
性
化
が
起
こ
り
、
生
物
の
炭
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
骨
格
の
形
成
を
阻
害
す
る
。
生
態
系

構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
懸
念
が
あ
る
の
だ
。

「
こ
の
ま
ま
海
洋
酸
性
化
が
進
め
ば
、近
い
将

来
サ
ン
ゴ
礁
が
見
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
い
う
高
橋
先
生
の
言
葉
に
、
学
生

た
ち
は
衝
撃
を
受
け
た
よ
う
だ
っ
た
。

「
今
、環
境
の
中
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
を
正
し
く
理
解
し
て
ほ
し
い
で
す
。
人
類

が
抱
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
対
し
、
積

極
的
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
と
い

う
の
が
『
水
圏
生
物
科
学
専
修
』
の
目
的
で

も
あ
り
ま
す
」
と
高
橋
先
生
は
講
義
の
狙
い

を
話
し
た
。

環
境
問
題
に
立
ち
向
か
う

そ
の
鍵
は「
水
圏
環
境
」に
あ
り
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この講義で
学ぶこと

水
圏
に
棲
息
す
る
生
物
と
そ
の
生
命
現
象
を
、
生
物
学
、
化
学
な
ら
び
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の

観
点
か
ら
広
く
学
ぶ
。
実
験
や
実
習
を
通
し
て
、
食
糧
や
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
知
識
を
修
得
す
る
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と
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今
日
の
講
義
は
基
礎
的
な
内
容
で
し
た
が
、
環
境
問
題
を
考

え
る
力
を
養
う
意
味
で
大
き
な
土
台
と
な
る
は
ず
で
す
。「
水

圏
生
物
科
学
専
修
」
の
卒
業
生
の
進
路
は
専
門
分
野
だ
け
で

高校時代、ジョルダンヒレナガチョウチンアンコ
ウという深海魚の姿に衝撃を受け、水圏生物に興
味を持ちました。環境が生物に与える影響など、
より専門的なことが学べるのが楽しいです。

元々動物が大好きで、人間との共生の視点から動
物のことを学びたいと思い農学部を選びました。
将来は環境省のレンジャー（自然保護官）など、現
場で実際に調査できる仕事に就きたいです。

水圏生物科学専修はここがおもしろい！ 将来は環境省で自然保護官になりたい！

※講義は2019年に取材したものです。

は
な
く
、
食
品
メ
ー
カ
ー
や
医
療
分
野
な
ど
多
様
で
す
。
10
年
後
、
各

分
野
で
大
い
に
役
立
て
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

地
球
の
環
境
を
知
る
う
え
で
重
要
な
「
水
圏
環
境（
海
や

湖
、
河
川
な
ど
の
水
の
中
の
環
境
）」
に
つ
い
て
、
物
理

学
・
化
学
・
生
物
学
の
視
点
か
ら
学
ん
で
い
く
。
今
回
は

地
球
の
生
物
圏
に
多
く
あ
る
重
要
な
元
素
「
炭
素
」
に
注

目
し
、
二
酸
化
炭
素
の
循
環
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
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最初に「水圏生物科学専修」と
聞いたときは、水辺の生き物の
生態を研究するところなのかと
思いました。しかし、高橋先生
にお話を伺ううちに印象は一
変。水産資源の維持管理や水圏
生物に含まれる物質の活用な
ど、さまざまな分野の研究があ
ると知り、驚かされました。

東京大学は
こんな大学
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キミの東大
UTok y o . y o u r  u n i v e r s i t y

東京大学をもっと知りたい
高校生・受験生のためのサイト

東大生の生活や進路選択を紹介
　なぜ東大を目指したの？　地方から東大に進学するの
は大変？　どうやって専攻を決めたの？　サークルは？
そんな疑問に答える東大生インタビューを多数掲載。

目指すは中国語学習の
充実と医学研究！
サークルでは狩猟を
満喫！？
（理科二類）

東大の研究者や学問を紹介
　「●●学」って何をどんなふうに研究するの？
なぜ研究者になったの？ どんな人が研究に向いている？
そんな疑問に、東大の教員が答えます。

社会の構造的問題に、
心のケアを通じて
向き合う
（教育学部・高橋美保教授）

住まいや教育内容に関する情報も！
　三鷹国際学生宿舎
（三鷹寮）での暮らし、
第2外国語の学習の様
子、東大独特の「進学
選択制度」の解説な
ど、東大にまつわる
様々なトピックを学生
目線で特集します。

https://kimino.ct.u-tokyo.ac.jp検索キミの東大
サイト運営：東京大学高大接続研究開発センター
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